
１８８．冬の盛合せ

　調理・撮影（２０１７年１２月５日）の終了直後に将棋の羽生棋聖が竜王戦第５局に勝

ち、「永世竜王」の資格を得て、史上初の「永世七冠」を達成したと知った。

　その後の会見で「将棋そのものを本質的に分かっているかというと、まだまだ何もわか

っていないというのが実情」と語られた。その言葉に「何やってんだ俺」と自分自身を問

い詰めた。また、「過去の実績で勝てたといっても、これから先に何か盤上の上で意味が

あるかと言われれば、あまり意味がなくて」とも語られた。

　今こそ「伝統と革新」の両輪が求められている。「鮨の本質を探究し、美味しさを極め

るよう努力し続けなければ」と奮い立たさせられた。「鮨の永世七冠」を目指そう。

それで、「鮨の永世七冠って何」と問われるのであろうが、

「まだまだ何もわかっていないというのが実情」と答えるしかない。道は長い。

 【画像手前右より】だるまがれい/〆鯖/鰤/白子ポン酢ゼリー添え/

ヤリイカ(岩手産)【画像奥右より】丁貝/イバラモエビ/香箱脚/香箱内

外子/かにまこも(香箱バラ/真菰筍白煮)押寿司。表記以外は石川産。

香箱漁終了迄の最善の組合せの一つ。羽生棋聖の「永世七冠」達成

により、最上の美味しさのさらなる上「美味しさの倍増」となった。 

◇撮影後のコメント◇ 
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